
  

〈二次案内〉 

大会主題 

「『豊かな人生を切り拓き、 
持続可能な社会を創る担い手』を育てる中学校教育」 

 

～ 歴史と文化が息づくまち函館から 

   ウェルビーイングな未来を拓く子供を育む学校経営の推進 ～   

御挨拶      北 海 道 中 学 校 長 会  会 長  前 田 真 志 

函 館 大 会 実 行 委 員 会  委員長  白 川   卓 
  

第 67 回北海道中学校長会研究大会が、北海道における「近代教育の源流」となったここ函館の

地で開催できますことに、深い意義を感じるとともに、大きな喜びと期待を抱いております。 

激動する国際社会において、教育を取り巻く環境も大きく変化しています。21 世紀にふさわし

い持続可能な社会の構築において、教育が果たすべき役割として、様々な課題を乗り越え「私た

ちが実現したい未来」に向かって責任ある行動がとれる能力の育成が重視されています。そして

学校教育においては、諸課題を「自分事」として捉える当事者意識をもつ、「新たな社会を創る担

い手」の育成が求められています。すなわち、子供たちが大人を含む多様な他者と共に学び、主

体的に、かつ協働して課題を解決していくプロセスを通じて、夢や目標をもって逞しく生きるた

めに必要な力を身に付けることが期待されているのです。 

本大会では、函館を代表する観光地である五稜郭をモチーフとし、ここ函館に集い、手を携え

語り合う様子をシンボルマークとしました。170 年ほど前、緊迫した社会情勢の中で五稜郭内に

開設された「諸術調所」では、実際に役に立つ学問と多様性・国際性を重視し、教師と学生とが

ともに語り合い、学び合う「対話」と「共学」による教育活動が展開されました。その教育への

思いは、新たな時代を切り拓く多くの人材を輩出するとともに、北海道大学の前身である札幌農

学校へと引き継がれたと言われています。 

函館大会では、次代に向けた教育や学校経営の在り方について、語り合い、学び合う場にふさ

わしい大会となるよう準備を進めております。ぜひ多くの会員の皆様にご参加いただき、ともに

「『豊かな人生を切り開き、持続可能な社会を創る担い手』を育てる中学校教育」の協議を深め、

広げていただきますようお願い申し上げます。また、この機会に五稜郭へ足をお運びいただくな

ど、「北のクロスロード」函館の魅力を存分にご堪能いただければ幸いです。皆様のご来函を心よ

りお待ち申し上げ、ご案内とさせていただきます。 



◆ 大 会 開 催 要 項 ◆ 

１ 主 催  北海道中学校長会 

２ 主 管  函館市中学校長会 

３ 後 援  北海道教育委員会  函館市  函館市教育委員会 

         函館市ＰＴＡ連合会  函館市中学校教頭会  公益社団法人日本教育会 

 公益財団法人日本教育公務員弘済会北海道支部 

４ 期 日  令和８年９月 25 日(金)、９月 26 日(土) 

５ 会 場 

 会   場 住所・電話番号 

全 体 会 函館サーモン・まるなまホール  大ホール 
函館市湯川町 1 丁目 32 番１号 

℡：0138-57-3111 

第１分科会 函館サーモン・まるなまホール  小ホール 

函館市湯川町 1 丁目 32 番１号 

℡：0138-57-3111 
第２分科会 函館サーモン・まるなまホール  大会議室 

第３分科会 函館サーモン・まるなまホール  展示室 

第４分科会 函館サーモン・まるなまアリーナ  武道館Ｂ 
函館市湯川町 1 丁目 32 番２号 

℡：0138-57-3141 第５分科会 函館サーモン・まるなまアリーナ  武道館Ｃ 
 

６ 大 会 日 程   

【大会前日】                                                                        13:00                    16:30 

９月 24 日(木)  
会場設営 

リハーサル 
 

【第１日目】   9:10 9:40    10:00 10:10              10:50 11:00       12:00     13:10              16:30 

９月 25 日(金) 
受

付 

開会

式 

準 

備 

全日中会長 

教育情勢報告 

準 

備 

全日中研 

提案説明 

移動 

昼食 
分科会 

 

【第２日目】 9:00           10:10  10:25                             11:55 12:05 12:20 

９月 26 日(土) 
文部科学省 

講話 

休 

憩 
記念講演 

準

備 

閉
会
式 

 

      ※文部科学省講話が 1 日目(金曜日)に入った場合は全日中提案説明を２日目に行います。 
 

７ 文部科学省講話 講 師  文部科学省（予定） 

           演 題   「  未  定  」 

 

８ 記 念 講 演 講 師 中央大学法科大学院教授・弁護士 野 村 修 也 氏 

        演 題 「共通価値の創造を目指す」  

         －金融経済教育とボランティア活動の間にあるもの－  
              

 
 

 

【大会シンボルマークについて】 
 

函館を象徴する「五稜郭」の五角形がモチーフとなっています。ここ

函館に集い、手を携え、語り合う様子がシンボルマーク化されています。 
 

 

 

【大会シンボルマーク】 



９ 第 67 回北海道中学校長会研究大会函館大会ホームページ    【ＱＲコード】   

   内容 大会のお知らせ、全体会･分科会等の資料配付等 

   【ＵＲＬ】https://sites.google.com/view/r8hakodate/ 

 

10 分科会 

分科会 研 究 主 題 

１ 「カリキュラム・マネジメント」の推進 

２ 新たな時代に求められる資質・能力の育成と学習評価の充実 

３ 豊かな心と健やかな体を育む教育の充実 

４ 「令和の日本型学校教育」を担う教師の育成 

５ 学校と地域の連携・協働による「チーム学校」と「働き方改革」の実現 
 

分科会 提言者 司会者 助言者 運営委員 会場委員 記録者 

１ 

〈札幌市〉 

門田 章人 

(札幌市) 

篠路西中 

安藤 直美 

(札幌市) 

星置中 

寺田 実 

(札幌市) 

太平中 

市川 恵幸

（札幌市） 

山鼻中 

佐藤 誠二

（仁木町） 

銀山中 

黒田  諭 

（函館市） 

恵山中 

村井 雄一 

（函館市） 

銭亀沢中 

２ 

〈空知〉 

長﨑 卓也 

(栗山町) 

栗山中 

鹿野 有希 

(長沼町) 

長沼中 

小林  広 

(南幌町) 

南幌中 

松野 岳彦 

（岩見沢市）

明成中 

三好 考央 

（北竜町） 

北竜中 

林  修司 

（函館市） 

鱒川中 

阿部 智子 

（函館市） 

椴法華中 

３ 

〈釧路〉 

杉山 浩彰 

(浜中町) 

霧多布中 

山口 直樹 

(釧路町) 

遠矢中 

𠮷田 昌弘 

(浜中町) 

浜中中 

齋藤 征志 

（中標津町）

広陵中 

蝦名 武宣 

（根室市） 

柏陵中 

佐藤  強 

（函館市） 

五稜郭中 

猪狩 武彦 

（函館市） 

港中 

４ 

〈オホーツク〉 

齊藤 孝雄 

(北見市) 

北光中 

尾島 康人 

(北見市) 

光西中 

髙橋 良幸 

(北見市) 

東陵中 

髙橋 正幸 

（札幌市） 

羊丘中 

関田 貴人 

（乙部町） 

乙部中 

佐藤 雅士 

（函館市） 

深堀中 

小笠原 学 

（函館市） 

戸井学園 

５ 

〈留萌〉 

小林  剛 

(天塩町) 

天塩中 

西山 智章 

(羽幌町) 

羽幌中 

田谷 典久 

(留萌市) 

港南中 

大谷 智昭 

（稚内市） 

稚内東中 

大熊 修一 

（旭川市） 

六合中 

櫛田 朝子 

（函館市） 

北中 

梶  利之 

（函館市） 

戸倉中 

https://sites.google.com/view/r8hakodate/


11 全日中研長野大会 分科会北海道地区提案者・司会者 

・全日中研第４分科会 分科会研究題 

 「健康で安全な生活と豊かなスポーツライフを実現するための教育の充実」 

   提案者 宗 形 真 恵  校長 （十 勝地区）清水町立御影中学校 

   提案者 大 泉 昭 人  校長 （帯広市地区）帯広市立翔陽中学校 

   司 会 佐 藤 範 彦  校長 （十 勝地区）音更町立下音更中学校 

   司 会 嶋     健  校長 （帯広市地区）帯広市立帯広第一中学校 

 
 

12 参加申込と宿泊 

 (1) 大会参加料 

 4,500 円（第 1 日目の昼食代を含む） 
 

(2) 「大会参加」「宿泊」申込手順と期日 

 ① 今大会より個人申込となります。 

② 大会参加者は株式会社日本旅行北海道函館支店の「日本旅行大会専用ホームページ・アポロ

ン」により６月８日（月）１０時から６月２６日（金）１７時までにお申し込みください。 

   【申込ＵＲＬ】 https://va.apollon.nta.co.jp/kochokenkyutaikai67/ 【ＱＲコード】 

③ 宿泊申込は先着順の受付とさせていただき、定員になり次第、申し込み受

付を終了いたします。 

④ お申し込み後に変更や取り消しが生じた場合、「日本旅行大会専用ホーム

ページ・アポロン」より、ご自身で変更操作をお願いいたします。 

 ⑤ お支払い方法はコンビニ決済、銀行振込、クレジットカード（オンライ

ン）より選択してください。支払期限は８月２８日（金）です。 

⑥ 大会参加料の入金後は返金に応じることはできかねますのでご了承ください。（宿泊料金の

返金は、「大会宿泊要項」によります）。 

⑦ 領収書の発行は「日本旅行大会専用ホームページ・アポロン」より発行が可能です。コンビ

ニエンスストア振込用紙でのお支払いの場合、領収書はコンビニエンスストアから発行される

ため、大会専用ホームページからは発行いただくことができません。ご注意願います。 

  ※ 詳しくは、別紙「大会宿泊要項」を御覧ください。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

12 交通機関と駐車場 

  大会会場は、函館市電「アリーナ前」・函館バス「函館サーモン・まるなまアリーナ」の停留所か

ら徒歩３分です。公共交通機関等を利用して御来場ください。なお、車でお越しの際は、函館サー

モン・まるなまホールおよびアリーナの駐車場(284 台)をご利用ください。館内の認証機で駐車券

を認証しますと２時間まで無料で利用できます。２時間を超えた場合は、30 分ごとに 100 円の駐車

料金が発生します。イベント開催時には駐車場が混雑し、利用できない場合があります。 
 
 
 

【第 67 回 北海道中学校長会研究大会 函館大会実行委員会 事務局】 

函館市立巴中学校   小田桐   智 (大会実行委員会 事務局長) 

     〒040-0021 函館市的場町 12 番７号 

     ℡：0138-56-5005   Fax：0138-56-5006 

     E-mail sec.hakochu@hakodate-hkd.ed.jp 

【宿泊申込先及び問い合わせ先】 ◇ 宿泊取扱業者 ◇ 

  株式会社 日本旅行北海道 函館支店（「第 67 回北海道中学校長会研究大会」係） 

〒041-0821 函館市港町１丁目２番１号（ポールスターショッピングセンターＣ棟２階）  

℡：0138-62-3770   Fax：0138-62-3775 

営業時間：月曜日～金曜日 （10:00～17:00） 

店休日：土･日曜･祝日 担当：片石・高橋 

 

https://va.apollon.nta.co.jp/kochokenkyutaikai67/
mailto:sec.hakochu@hakodate-hkd.ed.jp

